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　入団前、「自分の時間が少なくなる」と思いましたが、知り合いの
団員に誘われたこともあり入団しました。大人になると親世代のコミ
ュニティはあっても、自分たち世代の交流はないように思えます。そ
の中で、消防団という地域に溶け込んだコミュニティがあり、その輪
に入ることで、地域での顔見知りが増え、地域にでることがおっくう
ではなくなりました。
　特別点検は、時間をかけ必死で練習します。大人がみんなで一生懸
命になる珍しい機会です。一生懸命走るおじさんたちをぜひ見に来て
ください。
　火災は発生しないのが一番です。今後も予防消防に努めるとともに、
いざというときに力を発揮できるように日々訓練していきたいです。
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　　　　（花見台工業団地）

　社内の防災訓練では、消防団の経験を活かしリーダーシップを発揮していただいていま
す。消防団に入っている社員が、地元の消火活動に参加することで会社としても地域貢献
になります。これからも活躍していっていただきたいです。
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唯一の青年コミュニティ

７月から２名の団員が
加入しました（敬称略）

第
１
分
団
第
１
部

　

福ふ
く

島し
ま　

啓け
い

太た

第
２
分
団
第
１
部

　

　

青あ
お

木き　
　

亨と
お
る

　

　

団
員
で
あ
る
叔
父
か
ら
の
誘
い
も
あ

り
、
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
消
防
団
に

入
団
し
ま
し
た
。
団
員
の
方
々
と
団
結

し
て
消
防
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

嵐
山
町
は
生
ま
れ
育
っ
た
思
い
出
深

い
町
で
す
。
役
場
職
員
と
し
て
以
外
で

も
、
こ
の
町
の
安
全
と
安
心
の
支
え
に

な
り
た
い
と
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。

消防団の経験を活かし社内で活躍勤務先
総務担当
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　人口減少や高齢社会において、「地域力」の重要さは増しています。しかし、地域での行事の減
少などにより、子育て世代の関係性は特に希薄化しています。子育て世代の活動の１つとして消防
団があります。消防団員はそれぞれの活動を通じ、地区を越えた仲間との絆を強めています。

消防団の主な活動

各家庭を回り、火災警報器の重要
性や取り扱い説明、設置状況の調
査などを行います。

消防車両による火災予防広報、放
水訓練、情報交換などを行いま
す。

放水訓練や女性団員による救急救
命講習会などを行います。

夏期訓練
（７月）

消防操法など訓練成果を披露しま
す。約４か月におよぶ訓練を行う
部もあります。息の合った操法は
必見です。

特別点検
（１１月）

今年は嵐丸ひろばで、乳幼児向け
の人工呼吸法などの救命講習会を
行いました。

救命講習会
（６月）

消防車両による火災予防広報を行
います。また、１２月から３月まで
の火災多発期は集中して予防広報
活動を行います。

防火パレード
（３月）・歳末
警戒（１２月）

住宅用火災
警報器の
普及活動

今年は日本赤十字社埼玉県支部旧
社屋で訓練を行いました。

文化財
防火訓練
（年１回）

各地区で行われる防災訓練に参加
します。消火器の取り扱いなどを
住民の方に説明します。

防災訓練
（通年）

定　例
（毎月２回）

問合せ　地域支援課　☎６２−２１５２


